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新年あけましておめでとうございます 
令和３年４月１１日の当選証書授与から６３０日を経過し、多くの経験をさせ

ていただきました。 

議会改革は議会全体で前進させています。昨年は、佐久穂町としては初となる

５月７日の「議会報告会」と１１月２７日の「町民との意見交換会」と大勢の皆

さんの参加で行うことが出来ました。 

一般質問を行うことを目的に立候補したのですが、毎回行ってきたものの、そ

の準備や内容の精査、登壇しての発言、その後の報告など思いのほかその大変さ

とともに議員として実行することの大切さを実感しています。 

これから町は「道の駅」建設という大きな事業に取り掛かります。町の存亡と

までは言わないまでも、その成否は町の経済や町民の生活に大きく関わります。

執行側の問題点を追求するだけではなく、可能な限り、町の発展のために協力を

惜しまずに行動します。 

議会改革は自分としては、まだ始まったばかりと捉えています。町民参加型の

町政を実現させるために議会としてできる努力をしなければなりません。そのた

めに女性参画をもっと進める必要があります。佐久穂町は男女共同参画計画を策

定していますが、役場管理職を見るだけでもその実態は計画とはかなりの隔たり

があります。議会議員にもっと女性がチャレンジできる環境を整えていく必要が

あります。職員の意識改革も課題です。誰のために働くのか、何のために働くの

か、意識を高めていく必要があります。子どもたちの政策参加も大切です。子ど

も議会の開催等具体化する必要があります。 

自分自身、自らの資質向上のため、丸岡秀子氏が掲げた「読むこと、書くこと、

行うこと」を念頭に考えたいと思います。様々な書物・文書・文献にあたり、他の

議員と共同して議会改革に取り組むとともに個人としても議会報告

に尽くしていきたいと思っています。そのために、一般質問には磨

きをかけていきます。議会報告を週刊での作成・発行し始めたとこ

ろですが、気負わず、可能な範囲で続けていきたいと考えています。 

大切にしたいのは、民主主義を自分たちのものにすること。民主

主義の実現とその維持発展には不断の努力が必要であり、決して他

人や為政者が与えてくれるものではありません。 

 

 

先日、広島県庄原市議会で「防衛予算の倍増を閣議決定した政府方針の撤回を

求める意見書」が賛成多数で採択されたという報道がありました。首相のお膝元

での議会の意思表明ということで意義は大きいと思います。 

ロシアによるウクライナ侵略などをきっかけに世界の潮流は軍備増強に向かっ

ています。この流れに抗うことは困難だと思います。しかし、この流れを平和へ

の流れに押し戻すことが今の政治家・為政者には求められています。コロナ禍の

ような自然の流れと異なり、人類が作ってしまった流れである以上、人類によっ

て流れを変えることできるはずだし、それは人類の責務でもあります。軍需産業

や財界など戦争によって権益を維持・掌握しようとする者たちにすり寄るような

人たちに国の運営を任せておいていいのでしょうか。 

 

裏面には、総務省が毎年公表している市区町村の決算状況（決算カード）から

長野県内の市町村のデータを一部まとめたものを掲載しました。 

佐久穂町のランキングを調べてみると、令和２年の数字で、人口は、県内５８

町村の中で上から１５位、１位は箕輪町、２位は軽井沢町、３位は下諏訪町とな

っています。歳入総額・歳出総額とも佐久穂町は５８の町村の中で、多い方から

順に６位を位置しています。こちらの１位は軽井沢町、２位木曽町、３位箕輪町

となっています。議員定数をみると町村で１番多いのが軽井沢町の１６人、箕輪

町と飯綱町の２町が１５人定数となっています。佐久穂町の議員定数は１４人で、

ほかに１０町村が１４の定数となっています。議員報酬では佐久穂町は１８位と

なっています。 

今後、このような指標も含めて佐久穂町議会

のあり方についても考えていきたいと思いま

す。 
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